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１ 「子どもたちの多様性に寄り添う教育」を考える 

●「子どもたちの多様性に寄り添う」とは？ 

★多面的な能力や学力の観点に立つ ex.「学力の三要素」) 

・十分に力を伸ばし切れていない子どもたちが直面する 
「課題」に向き合う、解決する 

・個性となりうる特性･力をさらに伸ばす 

（※皆にとって学びやすい学習環境を実現する） 
 

●「多様性に寄り添う教育」の向かう先 

・子どもたちが不確実な社会を生き抜いていくための支援 

 知識基盤社会、グローバル化、少子化･高齢化 

 多様な能力･個性で自立する個人が、他者と協働して、新 
 たな価値を創出していく社会 社会－縮図としての教育 

 

 

 

 



２ 「子どもたちの多様性に寄り添う教育」の視野 

●「子どもたちの多様性に寄り添う教育」のポイント？ 

・多様な課題･多面的な能力に働きかける－活きるの視野 

 

 

 

 

 

 

 

★多様性に寄り添うこと（多面的な能力や学力の育成）を、
「点－線－面で考える」 

 

 

 

 

 

地域･行政レベル 

学校組織レベル 

授業場面等 

•現場の創意への条件整備（働き方等） 

•学校－地域の循環的な協働関係 

•カリキュラム縦･横の連関性、校種間連携 

•教員の創意･高め合い－教育場面構築 

•子どもの課題の理解対応 

•地域の特性を活かした多面的な能力形成 



参考１：多面的な能力の保障に向けた学校の組織的取組の 
一試論（ベネッセ総合教育センター学力向上基本調査2008報告書を改編） 

 

１．各学校の課題分析－学力保障の計画 

２．学校（学年）レベルでの推進体制 
（カリキュラム・研修等の体制－授業・家庭学習の指導

モデル） 
（統一的方針・フォロー・家庭学習手引き） 

３．教員レベルでの授業・家庭学習の取組 
（授業研究・家庭学習指導・授業と家庭学習の連動） 

家庭学習充実 授業力向上 

多面的な学力（総合学力） 

４．家庭･地域
の教育力 

（理解・役割分担） 



参考２：学校－地域の循環的な協働関係モデル試論 
 

学校づくり（「地域の拠点」） 

①学校運営（参加型学校経営） 

地域づくり 

保護者 
家庭 

地域住民 

●学校・地域での目標(｢子ども像｣) 
 の共有 どのような子どもを育てていくか 

 

●協働の仕組みづくりと参加 

②授業づくり 

子ども 

学校について
の熟議で学ぶ 

教育活動に関
わっての学び 

家庭･地域 教職員 地域に貢献する
教育活動 

→交流・活性化 

学校での学び
をステップに
地域課題へ 



3 「子どもたちの多様性に寄り添う教育」の検討に 
 向けて 

●テーマ案検討で意識したいこと 

・「多様性に寄り添う」内実：①子どもたちが直面する 
 「課題」に向き合う、②個性となりうる特性･力を伸ばす 

・「多様性に寄り添う」目的論：自立・協働・創造の 
 「教育の場」における実現 

・「多様性に寄り添う」ことの条件整備･因果 
 

→各テーマにおける論点（項目）の補強 

→各テーマの基底をなす論点（項目）の意識 
（※複数のテーマのつながりの意識） 

 

 

 


